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具体的な該非判定の事例 

 

ここでは、アングルバルブの輸出を具体的な事例として、該非判定の一連の手順を解説します。 

 

<注文の内容> 

Ａ国の工業製品等の販売会社より、アングルバルブ（呼び径が 12Ａ）：30個、納期：翌月末まで 

の注文が入りました。 

○ 取引相手：工業製品等の販売会社 

○ 仕 向 地：Ａ国 

○ 貨  物：アングルバルブ（呼び径が 12Ａ） 

 

このような注文が入った場合、輸出に際して経済産業大臣の許可が必要か確認するため、まずは該

非判定を行います。 

 

手順 確認例 

STEP

１ 

該非判定を行

う対象を特定

する 

 今回輸出しようとする貨物はアングルバルブです。 

 アングルバルブのほかに輸出する貨物はなく、貨物に内蔵されたプログ

ラムもありません。 

 また、アングルバルブの仕様書等（技術提供）も取引相手から求められ

ていません。 

この結果、該非判定を行う対象はアングルバルブのみになります。 

 

 

STEP

２ 

該非判定を行

うために必要

な情報を収集

する 

 リスト規制に関する関係法令の最新情報を経済産業省安全保障貿易管理

のホームページから入手します。 

 入手方法は、輸出管理 マトリクス表  で検索し、「貨物・技術の合体マ

トリクス表」をダウンロードします。 

（貨物・技術の合体マトリクス表 https://www.meti.go.jp/policy/anpo/matrix_intro.html） 

 

 次にアングルバルブの仕様等に関する情報を入手します。取引相手から

の注文の内容は、呼び径が 12Ａのアングルバルブでしたが、実際に輸出

する貨物の呼び径等の仕様に関する情報を、製造部門等から入手します。

他社製品を購入し輸出する場合には、メーカーや販売代理店等からメー

カー発行の該非判定書等を入手します。 

 

 

 

 

 別添２ 

https://www.meti.go.jp/policy/anpo/matrix_intro.html
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手順 確認例 

STEP

３ 

リスト規制に

該当するか判

定する 

 アングルバルブを貨物・技術の合体マトリクス表で検索します。漏れの

ないよう幅広く確認するため、検索のキーワードは「アングルバルブ」

だけなく、「バルブ」や「弁1」も加えた３つと特定します。一般的に使わ

れている用語のほかに専門用語、類義語など確認することが重要です。

この３つのキーワードで検索した結果、３つの項番で「弁」のみがヒッ

トしました。 

➢ アングルバルブ  →  ヒット無し 

➢ バルブ      →  ヒット無し 

➢ 弁        →  ヒット有り（第２項、第３項、第４項） 

 

 貨物・技術の合体マトリクス表は、Excel のＢ列にリスト規制の品目の

名称、Ｄ列に品目に関する仕様、そしてＥ、Ｆ及びＧ列に用語の意味を

掲載しています。この用語とは、Ｄ列にある用語が対象になります。 

 

 検索結果を順番に確認していきます。確認する順番に決まりはありませ

んが、ここではヒット数が少ないものなど確認のし易いものからチェッ

クしていきます。 

 

項番 該非判定内容（マトリクス表） 

２

項

原

子

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 貨物・技術の合体マトリクス表にある「ベローズ弁」の内容を確認します。Ｄ

列にある仕様の内容を確認すると、「ベローズ弁であって」「呼び径が５Ａ以上」

「内容物と接触する全ての部分の材質等」が規定されていますので、以下を確

認します。ステップ２で準備した情報だけで判定出来ない時は、追加で情報を

収集し判定を行います。 

・ そのアングルバルブはベローズ弁であるか 

・ 呼び径は５Ａ以上か 

 
1 読替が必要な用語（例）http://www.meti.go.jp/policy/anpo/kanri/shyourei-matrix/kensaku-yougo.xls 

A B C D E F G

項番 項 目 項番 項 目 用 語

（略）

ロ　　ベローズ弁であって、呼
び径が５Ａ以上のもののうち、
内容物と接触する全ての部
分がアルミニウム、アルミニ
ウム合金、ニッケル又はニッ
ケル合金（ニッケルの含有量
が全重量の６０パーセントを
超えるものに限る。）で構成さ
れ、裏打ちされ、又は被覆さ
れたもの

呼び径が５Ａ
以上のもの

内容物が弁に入る接続端と弁
から出る接続端のいずれか小
さい方の接続端の呼び径の数
字（日本産業規格Ｂ２００１号
においてＡの符号で表す数
字）が５以上のもの（呼び径の
数字がないものにあっては、
口径が５ミリメートル以上のも
の）をいう。

貨物等省令第
１条第三十八
号ロ中の内容
物と接触する
全ての部分

交換可能な部分以外で内容
物と接触するすべての部分を
いう。

輸出令第２項 貨物等省令第１条 解 釈
用語の意味

輸出令
第２項
（３３）

六ふっ化ウランに対して耐食
性のある材料を用いた圧力
計又はベローズ弁（３の項の
中欄に掲げるものを除く。）

貨物等省令
第１条

第三十八号

圧力計又はベローズ弁であっ
て、次のいずれかに該当する
もの

（略） （略）

イ　　（略） （略）

http://www.meti.go.jp/policy/anpo/kanri/shyourei-matrix/kensaku-yougo.xls
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手順 確認例 

・ 内容物と接触する全ての部分の材質等は「ロ」の規定の内容に該当する

か 

 

この結果、いずれか１つでも該当しないことが確認できれば、輸出令別表第

１の第２項（３３）には「非該当」と判定されます。 

 

４

項

ミ

サ

イ

ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 貨物・技術の合体マトリクス表にある「サーボ弁」の内容を確認します。Ｄ列

にある仕様の内容を確認すると、「サーボ弁であって」「イ及びロに該当するも

の」「流量のスペック等（Ｄ列のハ）」が規定されていますので、以下を確認しま

す。ステップ２で準備した情報だけで判定出来ない時は、追加で情報を収集し

判定を行います。 

・ そのアングルバルブはサーボ弁であるか 

・ Ｄ列のイ及びロの規定に該当するか 

・ Ｄ列のハの規定の内容に該当するか 

 

この結果、いずれか１つでも該当しないことが確認できれば、輸出令別表第

１の第４項（５）１には「非該当」と判定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

A B C D E F G

項番 項 目 項番 項 目 用 語
解 釈

用語の意味

－

１　サーボ弁 イ 　液体状、スラリー状又は
ゲル状の推進薬の制御装置
に使用するように設計したも
の２　ポンプ
ロ 　周波数範囲が２０ヘルツ
以上２，０００ヘルツ以下で、
かつ、加速度の実効値が９８
メートル毎秒毎秒を超える振
動に耐えることができるように
設計したもの

推進薬の制御装置に用いら
れる貨物であつて、次に掲げ
るもの

貨物等省令
第３条
第六号

推進薬の制御装置に用いら
れるサーボ弁、ポンプ又はガ
スタービンであって、次のイ及
びロに該当するもののうち、
ハ、ニ又はホのいずれかに該
当するもの

－３　ガスタービン

ハ　 絶対圧力が７，０００キロ
パスカル以上の状態におい
て１分につき０．０２４立方
メートル以上流すことができる
ように設計したサーボ弁で
あって、アクチュエータの応答
時間が１００ミリ秒未満のもの

ニ　（略）

ホ　（略）

輸出令第２項 貨物等省令第１条

輸出令
第４項
（５）

２

項

つ

づ

き 

STEP 

３ 

リスト規制に

該当するか判

定する（つづき） 
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手順 確認例 

３

項 

化

学

兵

器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「３項 化学兵器」のシートでは、ベローズ弁やサーボ弁など特定の名称の弁

ではなく、単に「弁」と規定しています。アングルバルブもこの「弁」に含まれ

ると考えられますので、どのような「弁」がリスト規制の対象になるのか、Ｄ列

の仕様の内容を確認します。Ｄ列では、イ、ロ及びハの３つが規定されています

ので、これらを順番に確認していきます。ステップ２で準備した情報だけで判

定できない時は、追加で情報を収集し判定を行います。 

 

①Ｄ列のイの規定 

・ 呼び径は 10Ａ超か 

項番 項 目 項番 項 目 用 語

　（四）　ガラス

　（五）　タンタル又はタンタル
合金
　（六）　チタン又はチタン合
金
　（七）　ジルコニウム又はジ
ルコニウム合金

　（八）　ニオブ又はニオブ合
金
　（九）　セラミックであって、
次のいずれかに該当するもの
　
　　　１　炭化けい素の含有量
が全重量の８０パーセント以
上のもの
　　　２　酸化アルミニウムの
含有量が全重量の９９．９
パーセント以上のもの

　　　３　酸化ジルコニウム

タンタル合金、
チタン合金、ジ
ルコニウム合
金、ニオブ合
金

重量比でそれぞれタンタル、チ
タン、ジルコニウム又はニオブ
の含有量が他の成分のいず
れよりも多い合金をいう。

イ　　呼び径が１０Ａ超の弁で
あって、内容物と接触する全
ての部分が次のいずれかに
該当する材料で構成され、裏
打ちされ、又は被覆されたも
の

内容物 当該装置で制御又は誘導する
化学物質（混合物を含む。）を
いう。

弁又はその部分品 弁又はその部分品であって、
次のいずれかに該当するもの

呼び径

内容物と接触
する全ての部
分

内容物の漏れ防止のために
用いられる交換可能な部分
（ガスケット、パッキング、ね
じ、シール、ワッシャー等をい
う。）以外で内容物と接触する
全ての部分をいう。

　（一）　ニッケル又はニッケ
ルの含有量が全重量の４０
パーセントを超える合金

　（二）  ニッケルの含有量が
全重量の２５パーセントを超
え、かつ、クロムの含有量が
全重量の２０パーセントを超
える合金
　（三）  ふっ素重合体 ふっ素重合体 ふっ素の含有量が全重量の３

５パーセントを超えるふっ素重
合体（ゴム状のものを含む。）
をいう。

輸出令第２項 貨物等省令第１条 解 釈
用語の意味

内容物が弁に入る接続端と弁
から出る接続端のいずれか小
さい方の接続端の呼び径をい
う。

輸出令
第３項
（２）７

貨物等省
令

第２条
２項

第七号

　（一）　閉止部分以外のケー
シング又はケーシングライ
ナーのうち、内容物と接触す
る全ての部分がイ（一）から
（九）までで定めたいずれか
の材料で構成され、裏打ちさ
れ、又は被覆されたもの

閉止部分 流体を制御するために可動
し、弁閉止時に閉止機能を果
たす部分をいう。

貨物等省令第
２条第２項第
七号中のケー
シング

弁箱（別名ボディともいう。）を
いう。

貨物等省令第
２条第２項第
七号中のケー
シングライナー

ケーシングと共に弁の部分品
として用いられ、ケーシングを
内容物と接触させないための
ものをいう。

　（二）　閉止部分が交換可
能なように設計されたもの

ハ　　イ又はロに該当する弁
の部分品として設計された
ケーシング又はケーシングラ
イナーであって、内容物と接
触する全ての部分がイ（一）
から（九）までで定めたいずれ
かの材料で構成され、裏打ち
され、又は被覆されたもの

ロ　　呼び径が２５Ａ以上１００
Ａ以下の弁であって、次の全
てに該当するもの（イに該当
するものを除く。）

STEP 

３ 

リスト規制に

該当するか判

定する（つづき） 

A B C D E F G

項番 項 目 項番 項 目 用 語
解 釈

用語の意味

－

１　サーボ弁 イ 　液体状、スラリー状又は
ゲル状の推進薬の制御装置
に使用するように設計したも
の２　ポンプ
ロ 　周波数範囲が２０ヘルツ
以上２，０００ヘルツ以下で、
かつ、加速度の実効値が９８
メートル毎秒毎秒を超える振
動に耐えることができるように
設計したもの

推進薬の制御装置に用いら
れる貨物であつて、次に掲げ
るもの

貨物等省令
第３条
第六号

推進薬の制御装置に用いら
れるサーボ弁、ポンプ又はガ
スタービンであって、次のイ及
びロに該当するもののうち、
ハ、ニ又はホのいずれかに該
当するもの

－３　ガスタービン

ハ　 絶対圧力が７，０００キロ
パスカル以上の状態におい
て１分につき０．０２４立方
メートル以上流すことができる
ように設計したサーボ弁で
あって、アクチュエータの応答
時間が１００ミリ秒未満のもの

ニ　（略）

ホ　（略）

輸出令第２項 貨物等省令第１条

輸出令
第４項
（５）
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手順 確認例 

・ 内容物と接触する全ての部分の材質等は、イの（一）から（九）までの

規定の内容に該当するか 

→ アングルバルブの呼び径は 12Ａのため１点目は該当。２点目の材質等を

確認します。 

 

②Ｄ列のロの規定 

・ 呼び径は 25Ａ以上 100Ａ以下か 

・ ロの（一）及び（二）の規定の内容に全て該当するか 

 → アングルバルブの呼び径は 12Ａのため、ロの規定には非該当と判定され

ます。 

 

 ③Ｄ列のハの規定 

・ イ又はロに該当する弁の部分品として設計されたケーシングライナー等

か 

・ 内容物と接触する全ての部分の材質等は、イの（一）から（九）までの

規定の内容に該当するか 

 → アングルバルブは弁の部分品として設計されたケーシングライナー等で

はないため、ハの規定には非該当と判定されます。 

 

 

 

 この結果、①は呼び径・材質という仕様規定のうちいずれか１つでも該

当しなければ非該当。 

同様に②も③も書かれている仕様規定のうちいずれか１つでも該当しな

ければ非該当と判定されます。（例えばイは①規定のうち、材質等が合致

しても呼び径が 10A以下ならばイには非該当） 

 

STEP

４ 

該非判定結果

について社内

の決裁を得て

組織として決

定する 

 ステップ３で判定した結果を該非判定書に記載します（記載例は別紙）。

該非判定書の内容を確認後、作成した該非判定書に判定の根拠資料を添

付し、責任者に回付します。責任者は、添付資料をもとに、最新の貨物・

技術の合体マトリクス表（最新法令）で判定しているか、判定の対象が

マトリクス表に規定する内容に合致するか等を確認し、決裁を行います。 

 

 

STEP 

５ 

該非判定終了  決裁終了後、該非判定に係る一連の書類をファイリングして保管すると

ともに、該非判定の結果を関係者に共有します。 

 

 

 

３

項

つ

づ

き 

STEP 

３ 

リスト規制に

該当するか判

定する（つづき） 
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（別紙） 

該非判定書2（記載例） 

 

該非判定 

責任者 

該非判定 

上長 判定者 

YYYY年 M月 D日 YYYY年 M月 D日 YYYY年 M 月 D日 

 

   

 

承認年月日   

貨物又は技術の名称

（型名等） 
アングルバルブ（型番：xx号-xx） 

貨物又は技術 

の仕様等 

アングルバルブ（型番：xx号-xx） 

  ・呼び径 12Ａ 

  ・内容物と接触する全ての部分の材質：xxxx製 

該非判定部門名 

（判定責任者名） 

xx製造事業部 

 部長 ○○ ○○ 

該非判定結果 

＜貨物＞ 

輸出令別１：２項（３３） □該当 ■非該当 □対象外 □不明･疑義 

     （貨物等省令：１条三十八号） 

輸出令別１：３項（２）７ □該当 ■非該当 □対象外 □不明･疑義 

    （貨物等省令：２条２項七号） 

輸出令別１：４項（５）  □該当 ■非該当 □対象外 □不明･疑義 

     （貨物等省令：３条六号） 

＜技術＞ 

外為令別表：  項（ ） □該当 □非該当 □対象外 □不明･疑義 

     （貨物等省令： 条 項 号） 

判定理由 

⚫ 貨物等省令第１条第三十八号、第３条第六号には非該当。 

⚫ 貨物等省令第２条第２項第七号 

呼び径が 10Ａを超えているが、内容物と接触する全ての部分が、貨物

等省令第２条第２項第七号のイ（一）～（九）までの規定する材料で構

成されていないので非該当。また、同号のロ及びハにも該当しない。 

判定根拠資料 
※ ステップ２、ステップ３で入手した情報を判定の根拠資料として添付

します。 
 

 
2 CISTEC（一般財団法人安全保障貿易情報センター）作成の該非判定書による記載例

https://www.cistec.or.jp/export/jisyukanri/modelcp/data2/(1)gaihihannteisyo.doc 

https://www.cistec.or.jp/export/jisyukanri/modelcp/data2/(1)gaihihannteisyo.doc

